
         小児医療施設ボランティアコーディネーター研修会 埼玉小児医療センターへ      

―公益財団法人キリン福祉財団助成事業― 

 

『
ぴ
か
ぴ
か
の
病
院
を
訪
ね
て 

』 

坂
上
和
子 

ボ
ラ
コ
新
聞
第
３
号
で
は
埼
玉
県
立
小
児
医
療
セ
ン

タ
ー
の
研
修
会
の
報
告
を
し
ま
す
。
こ
の
病
院
で
は
、

病
院
組
織
と
別
に
、
病
院
が
活
動
す
る
こ
と
を
承
認
し

た
い
く
つ
か
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
あ
り
、
外
来
・

園
芸
・
裁
縫
・
遊
び
な
ど
約
１
９
０
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
登
録
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
主
に
関
東
圏
域
に
声

を
か
け
て
、
19
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
前
回
は
大
阪
の

視
察
で
し
た
が
、
そ
こ
で
ず
ら
り
と
並
ん
だ
ミ
シ
ン
の

前
で
裁
縫
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
視
察
し
た
埼
玉
で

は
、
す
ぐ
に
病
院
と
か
け
あ
っ
て
３
台
の
ミ
シ
ン
が
購

入
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
さ
っ
そ
く
そ
の
ミ
シ
ン
を
動

か
す
縫
製
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
働
き
を
み
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
現
場
を
見
て
つ
な
が
り
が
出
来
る
と
、「
こ

れ
な
ら
う
ち
に
も
出
来
そ
う
」
と
い
う
行
動
に
即
つ
な

が
る
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
本
会
は
仲
間
を
作

り
、
他
の
病
院
を
知
っ
て
、
よ
い
も
の
を
学
び
取
り
入

れ
な
が
ら
、
こ
ど
も
の
療
養
環
境
を
よ
く
し
て
い
こ
う

と
い
う
趣
旨
で
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
つ
な
が
る
こ
と

で
、
病
院
が
変
わ
る
。
子
ど
も
た
ち
も
家
族
も
笑
顔
に

な
る
、
そ
ん
な
環
境
作
り
に
挑
戦
し
て
い
る
埼
玉
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
働
き
を

紹
介
し
ま
す
。 

 

      

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参
加
者
の
皆
さ
ん
と 

（
２
０
１
９
・
１
０
・
３
１
） 

 

 

プログラム  

開催日：2019年 10月 31日（木曜） 

10:00～・病院副院長望月弘先生の

ご挨拶と概要 

10:40～・ボランティア活動見学 

（外来・屋上・縫製等） 

11:40～・保育室見学  

12:00～・ランチ交流 

12:50～14:30・意見交換  

終了後院内マクドナルドハウス

見学 

 

参
加
者 

１９
人 

 

★
神
奈
川
県
立
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー 

加
藤
悦
與
と
３
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

★
宮
城
県
立
こ
ど
も
病
院 

佐
藤
直
子 

★
あ
い
ち
小
児
保
健
医
療
総
合
セ
ン
タ
ー 

金
岡
好
・
今
城
充
沖 

★
慶
応
大
学
病
院
小
児
科 

天
野
秀
基 

★
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
こ
ど
も
の
力
」
井
上
る
み
子 

★
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
渡
辺
麻
野
子 

★
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
遊
び
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
坂
上

和
子 

萬
谷
耕
造 

古
賀
惠
子 

★
静
岡
こ
ど
も
病
院 

薮
崎
和
美 

★
ア
ニ
マ
シ
オ
ン
ト
イ 

渡
辺
美
佐
子 

 

★
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学 

野
中
淳
子 

米
山
雅
子 

★
事
務
局 

関
根
和
子 

 

★
キ
リ
ン
福
祉
財
団 

北
村
公
重 

 

第３号 2019/12/10  
事務局 
東京都新宿区若松
町 10-1-302  
📞080-5527-4379  
代表 坂上和子 

本
会
は
小
児
医
療
施
設
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
発
展
を
願
っ
て
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
市
民
社
会

と
病
院
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
が
欠
か
せ
な
い
と
考
え
、
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
会
員
募
集
中
。 

見 学 者 感 想 

 

  
 
 
 
 
 
 
 

★
視
察
先
は
国
が
指
定
す
る
小
児
が
ん
拠
点
病
院
で
す
。
２
０
１
７
年
か

ら
専
任
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
置
き
、
わ
ず
か
３
年
の

間
に
目
覚
ま
し
い
発
展
ぶ
り
。
副
院
長
望
月
弘
先
生
の
お
話
か
ら
こ
れ
ら

の
急
成
長
は
ト
ッ
プ
の
意
識
の
高
さ
に
よ
る
と
感
じ
た
次
第
で
す 

★
遊
ぶ
ス
ペ
ー
ス
や
食
事
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
広
く
て
居
心
地
の
良
い
総
合

待
合
、
絵
本
作
家
に
よ
る
可
愛
ら
し
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
そ
こ
ら
中
に
い

て
、
お
子
さ
ん
の
喜
ぶ
し
か
け
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
病
院
だ
と
い
う
こ
と

を
思
わ
ず
忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
し
た
。
き
ょ
う
だ
い
あ
ず
か
り
の
お
部

屋
の
広
さ
、
整
備
の
充
実
さ
に
も
驚
き
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
の
お
力
の
偉
大
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 

★
「
き
ょ
う
だ
い
児
預
か
り
」
に
つ
い
て
病
院
長
が
必
要
を
認
め
、
設
計

段
階
か
ら
場
所
も
決
め
、
非
常
勤
保
育
士
も
雇
用
し
て
い
る
の
が
う
ら
や

ま
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
４
つ
の
感
染
症
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
、
病

院
で
抗
体
価
検
査
を
無
料
で
し
て
い
る
事
。
ワ
ク
チ
ン
も
原
価
１
５
０
０

円
は
魅
力
的
で
す
。
他
の
医
療
機
関
で
は
、
５
０
０
０
円
と
か
、
１
万
円

か
か
る
た
め
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
り
、
あ
き
ら
め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
も
い
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

★
ひ
と
つ
の
建
物
に
い
ろ
い
ろ
な
機
能
が
集
約
さ
れ
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
活
躍
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
研
修
会
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
て
い
る
の
を
み
て
、
私
自
身
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
に
一
緒
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
と
も
っ
と
声
を
か
け
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

★
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
繋
が
り
は
、
活
動
を
前
進
さ
せ
る
原
動
力
で
す

ね
。
今
日
の
活
動
を
見
学
す
る
中
で
呼
吸
器
を
付
け
た
方
が
い
ら
し
て
私

は
最
初
患
者
さ
ん
と
思
っ
て
ま
し
た
。
ハ
ン
デ
ィ
を
持
っ
た
方
で
も
参
加

で
き
る
こ
と
目
か
ら
ウ
ロ
コ
で
し
た
。 

★
全
国
の
皆
さ
ん
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
で
各
施
設
の
良
い
試
み
が
タ
イ

ム
リ
ー
に
活
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
皆
さ
ん
の
報
告
か
ら
感
じ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
要
項
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
や
宝
と
な
る
気
付

き
を
聞
け
た
こ
と
は
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

★
他
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
今
後
の
私

ど
も
の
病
院
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
具
体
的
な
目
標
の
糧
に
な
る
か
と

思
い
ま
す
。
来
月
、
今
年
度
最
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
の
応
募
者
と
継
続
な
ど
の
デ
ー
タ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
も
取
っ
て
行
き

た
い
と
思
い
、
長
期
戦
で
努
力
を
続
け
よ
う
と
今
日
皆
さ
ん
に
お
会
い
し
、

ま
た
刺
激
と
力
を
も
ら
い
ま
し
た
。 

★
他
の
病
院
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
知
る
事
は
本
当
に
貴
重
で
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
違
い
を
知
る
事
で
自
分
達
の
利
点
と
欠
点
も
よ
り
わ
か
り
ま
す

し
、
病
院
の
体
制
の
違
い
に
よ
る
内
部
事
情
等
も
知
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

今
日
の
視
察
内
容
や
感
じ
た
事
は
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
伝
え
た
い
と

思
い
ま
す
。 

★
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
入
れ
、
安
定
し
て
活

感
動
し
て
も
ら
う
た
め
の
工
夫
や
人
員
の
配
置
も
す
ば
ら
し
か
っ
た
で

す
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
時
間
を
作
っ
て
き
た
い
で
す
。 

★
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
な
ど
幾
つ
か
の
親
の
会
と
の
連
携
（
病
院
の
入
り
ぐ
ち

に
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
情
報
や
、
幾
つ
か
の
親
の
会
の
情
報
が
展
示
さ
れ

て
い
た
）
が
、
今
後
は
こ
の
よ
う
な
会
と
の
情
報
交
換
な
ど
も
考
え
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。 

★
本
会
の
企
画
す
る
視
察
交
流
は
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
様
々
な
立
場
で
活

動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
触
れ
る
機
会
が
あ
り
、
そ
う
し
た

生
の
声
を
聞
け
る
こ
と
が
研
修
の
大
切
な
点
だ
と
強
く
感
じ
ま
す
。 

  

約 190名のボランティア登録
がある。病院は「病院ボラン
ティアの会」を含めた 5団体
の活動を承認し、抗体検査の
無料提供とワクチン接種は
原価価格で提供している。 

廊下やプレイルームなど
いたるところにボランテ
ィアによる折り紙のアー
ト作品が飾られ、病院を
楽しい空間にしている 

ハンドマッサージボラン
ティア。「付き添いのお母
さんたちが手をもんでも
らいながら、おしゃべり
いっぱいしてくるんです
よ」 

ソーイングボランティ
ア。ＩＶＨを入れる袋や
カバーほか赤ちゃんの手
をくるむミトンやお洋
服”も手掛けている。 

きょうだい預かりの部屋
専任の保育士が 2 名配置
され、予約制。利用料は
無料、110 円のおやつ代
のみ。ここでおやつを食
べることも可能。 



 
全国ボランティアコーディネーター研究集会で小児医療施設
ボランティアコーディネーター分科会を設けました。 

研修会に参加して 

病院ボランティアの会 代表 泉名 節子  

  

埼玉県立小児医療センターを訪問して 

米山雅子（神奈川県立保健福祉大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

埼玉県立小児医療センターでのボランティアコーディネーターの

会、研修会に参加させていただきました。『子どもたちの未来は私たち

の未来』という基本方針のもと医療が提供される病院環境を支えるボ

ランティアの皆様やその調整をされているコーディネーターの活動を

お聞きし、その実際を見学させていただきました。当センターは２０

１６年１２月に移転・完成したばかりで新しく近代的な建物でした。

とはいえ、いたるところに楽器のロボットらがお出迎えしてくれて、

楽しい印象でした。さいたま新都心駅とペデストリアンデッキで結ば

れ、車いすやベビカーのお子様にもスムーズに移動できる空間があり、

屋上からの眺めも最高でした。 

家族待合室での遊びやハンドトリートメントの提供、屋外庭園の植

栽の手入れ、縫製や飾りつけ、そして併設されている院内保育室やド

ナルドマクドナルハウス、すべてにおいて子どもとその家族への愛情、

温かさが反映されていること実感いたしました。とともにボランティ

アコーディネーターの方々が情報交換を行い、様々な取り組みを共有

していくことで、組織に働きかけ、ボランティアの皆様の思いや参加

されるボランティア皆様の強みをつなぎ、活動を創り、生み出してい

く、子どもと家族を支えるボランティア活動の発展につながるという

ことも実感いたしました。 

私は看護教員として専門病院での小児看護学実習指導を担当させて

いただいておりますが、子どもや家族にとってのよりよい病院環境と

は、を考えたときにボランティアの皆様の活動による支えが不可欠で

あること日々強く感じております。様々な職種がつながり強みを生か

し合いながら子どもと家族を支えていくことの大切さを、私自身も将

来の小児看護を担う学生に伝えていきたいと改めて実感した一日でし

た。貴重な機会をありがとうございました。温かく迎えてくださり情

報共有させていただきました埼玉県立小児医療センターのボランティ

アコーディネーター富澤真麻様はじめ、ボランテイアの皆様に感謝申

しあげます。 

 

 

このたびは、“小児医療施設ボラン

ティアコーディネーターの会”研修会

へのご参加及び埼玉県立小児医療セ

ンターへご来院いただき、誠にありが

とうございました。当日は、限られた

お時間でのご見学と意見交換会とな

り慌ただしい一日となりましたが、皆

様と有意義なお時間を共有させてい

ただきました。心より感謝申し上げま

す。あらためて当センターのボランテ

ィア活動についてご説明させていた

だきます。当センターは、３年前、さ

いたま新都心への移転とほぼ同時に

ボランティアを導入しました。交通の

便がよくなったこともあり、初めての

募集説明会には多くの地域住民の方

にご参加いただき、結果、登録メンバ

ーは１００名を超え大変驚かれまし

た。 

当時は外来受診のお手伝いが主な

活動でしたが、年月とともに活動内容

が拡がり、今では案内のほかに園芸・

ソーイング・あそびの日・クラフト・

集団外来補助と６グループで活動し

ています。昨年“病院ボランティアの

会”として団体を設立しました。 

ボランティア活動が変化するとと

もに、センターのボランティアに対す

る処遇も大きく変わりました。 

 

 

 

お知らせ 

“全国ボランティアコーディネーター研究集会” 

期日 2020年 2月 22日（土）～23日（日） 

会場 国立オリンピック記念青少年総合センター 

小児医療施設ボランティアコーディネーター分科会 

2月 22日 13:00～6:30（12時からボラコの会の総会） 

 

 

「教えて下さい・師長さん！何故私たちにこのような重い障害児が生ま

れたのですか」と若い母親は目をウルウルさせながら、か細い声で尋ね

られた。今から 30 年前、ＮＩＣＵの師長をしていたある日のことが昨

日のように鮮明に思い出される。いまだにモヤモヤとしている。そのよ

うな気持ちがきっかけで当センター代表の拝命をいただいた。そこから

３年が経過した。４年目の進化が問われると模索している中、コラボの

会の研修を受けたことで多くの学びを頂いた。「目から鱗」とはこのよ

うな状態をいうのでしょうか。 

① 全国ボランティアコーディネータ研究研修会という全国組織の存

在。 

② ボラコのいる 16 施設の活動の内容を広報誌・ガラガラドンの「20

年のあゆみ」特に「オレンジクラブ」誌等を拝見することで勇気を

頂き、当ボランティアの 4 年目の目標が見えてきたように思ってい

る。 

③意見交換では当院での日頃の悩みであった募集時のボランティアの

条件「心身ともに健康」をどうとらえるか。電動車いすで呼吸器をつけ

ての会員の受け入れや会員（190 名）の資質の向上に向けての問題に対

してアドバイスもいただいた。遊びのボランティア代表坂上和子氏から

会員全体の底力を上げるためには「教育研修」が不可欠ではないかとご

指摘を頂いた。大変有意義な研修であった。更に微笑みが飛び交うボラ

ンティアの会を目指して今日の一歩踏み出します。 

ようそこ 埼玉小児医療センターへ 

冨澤真麻ボランティアコーディネーター 

センター内で活動する５つの団体

について「承認ボランティア」と位置

づけ、抗体価検査の無料実施、交流会

開催などにより職員の認知度も上が

りました。当初、新参者扱いだったボ

ランティアが、今では、「頼りにして

いる」「なくてはならない存在」「あり

がたい」と毎日のように声をかけて頂

けるようになり、ボランティアさんも

コーディネーターもその言葉が日々

の支えとなっています。そのような中

で、今回、視察先施設として皆さまを

お招きすることになり、まずは、成長

過程にある我々の活動を見ていただ

き、忌憚のないご意見や今後に向けて

のアドバイスを頂戴できればと考え

ました。また、ともに抱える課題につ

いて検討する時間を作りたいとも思

いました。当日は、皆さまの経験に基

づいた貴重なお話を伺い、どれも具体

的ですぐに生かしたくなるご助言ば

かりで、今後の道筋を見つけられたよ

うな気がしてワクワクいたしました。

ご参加いただいた皆さま、本当にあり

がとうございました。また、このよう

に貴重な機会を設けていただいたボ

ラコの会事務局の皆さま、キリン福祉

財団様にもこの場をお借りしてお礼

を申し上げます。 

 これからも、今回いただいたアドバ

イスを最大限に生かし、協力し合い前

向きに頑張ります。お近くにお越しの

際は、ぜひお立ち寄りください。 

 

 

 

テーマ「ボランティア活動を生み出すボランテイアコーデイネーターの役割り 

―困難な事例や成功事例から学んだこと― 

実践報告 神奈川・あいち・埼玉・宮城の子ども病院のコーディネーター 

講師 

①神奈川県立保健福祉大学教授 野中淳子氏  

内容：小児がんの子どものいる２０４の小児医療施設におけるボランティアと

コーディネーターの調査報告 

② NPO法人 病気の子ども支援ネット遊びのボランティア 坂上和子氏 

内容：カナダの子ども病院のボランティア視察 

小児医療施設で子どもの療養環境の調整をされている方、ボランティアリーダ

ーの方を対象にしています。遠方の方は交通費と宿泊費の助成をいたしますの

で事務局にご相談下さい。詳細は JVCC全国ボランティアコーディネーター研究

集会のホームページをご覧ください。 

 


